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法人会ニュース

そうそう

社
会
貢
献
活
動

富
岡
支
部
清
掃
活
動

　

七
月
十
二
日
に
実
施
さ
れ
た
「
相

双
地
区
一
斉
海
浜
清
掃
」。
富
岡
支

部
に
お
い
て
は
、
朝
６
時
よ
り
約
30

名
が
参
加
し
、富
岡
支
部
（
富
岡
町
、

楢
葉
町
、
広
野
町
、
川
内
村
）
の
各

町
村
単
位
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
富
岡
町
は
富
岡
漁
港
、
楢
葉

町
は
井
出
川
河
口
付
近
海
岸
等
を
そ

れ
ぞ
れ
清
掃
。
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
そ
の
他
不

法
に
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
不
燃
ご
み
等
を
回
収

し
環
境
の
美
化
に
努
め
ま

し
た
。
参
加
し
て
頂
い
た

会
員
各
位
に
は
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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法人会ニュース　そうそう法人会ニュース　そうそう
　

社
団
法
人
相
双
法
人
会
の
第
33
回
の
通
常
総

会
が
去
る
５
月
21
日
㈬
、
原
ノ
町
駅
前
の
ラ

フ
ィ
ー
ヌ
に
て
、
多
く
の
会
員
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

熊
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
と
顧
問
の

紹
介
が
な
さ
れ
た
。
又
、
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、

永
年
本
部
・
支
部
役
員
表
彰
を
始
め
、
会
員
増

強
功
労
者
表
彰
、
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
、
福

島
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
、
全
国
法
人
会
連
合

会
功
労
者
表
彰
等
々
が
行
わ
れ
、
会
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
会
場
よ
り
一
段

と
大
き
な
拍
手
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
御
来
賓
を
代
表
さ
れ
佐
々
木
相
馬
税

務
署
長
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
税
務
行
政
に
対
し

て
深
謝
し
、
更
な
る
活
動
を
祈
念
し
た
挨
拶
と

な
っ
た
。

　

引
き
続
き
議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成
19

年
度
事
業
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
が

な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
平
成
20
年
度
事
業
計
画

（
案
）
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

特
に
新
公
益
社
団
法
人
を
目
指
し
て
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
。

　

又
、
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
、

総
合
南
東
北
病
院
の
渡
邉
一
夫
理
事
長
が
「
経

営
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
定

期
健
診
に
よ
り
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

１
，
役
員
表
彰

新
地
支
部　
　
　
　

櫻
井　

芳
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　
　

優

富
岡
支
部　
　
　
　

平
山　

元
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

三
輪
ま
り
子

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
シ
ゲ
子

２
，
会
員
増
強
功
労
者
表
彰

大
同
生
命　
　
　
　

鈴
木　

裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　

常
磐
千
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

正
美

３
，
優
良
経
理
担
当
者
表
彰

新
地
支
部

　

大
久　

洋
介
（
㈱
新
栄
建
設
）

原
町
支
部

　

板
倉　

彰
三
（
松
永
牛
乳
㈱
）

　

鈴
木　

絹
江
（
㈱
青
田
電
気
商
会
）

　

中
川　

桂
子
（
㈲
中
川
木
材
）

　

只
野　

恭
子
（
山
企
工
業
㈱
）

　

五
賀
由
紀
子
（
原
町
港
湾
運
送
㈱
）

　

渡
部　

実
咲
（
㈱
金
門
原
町
）

飯
舘
支
部

　

渡
邊　

恵
江
（
㈲
渡
建
工
業
）

平
成
20
年
度
表
彰
者

浪
江
支
部

　

磯
町　

利
子
（
㈱
泉
田
組
）

　

高
野　

知
美
（
㈲
明
友
工
業
）

　

熊
田　

伸
一
（
㈱
小
黒
設
備
工
業
）

双
葉
支
部

　

高
野　

直
哉
（
㈱
伊
達
屋
）

大
熊
支
部

　

横
山　

廣
子
（
双
葉
運
輸
㈱
）

４
，
経
営
者
大
型
総
合
保
障
推
進
表
彰

〔
会
員
の
部
〕

　

銀
賞　

熊
川
喜
八
郎（
㈱
双
葉
紙
器
）

　

銅
賞　

松
本　

定
雄（
㈱
ま
つ
も
と
）

〔
支
部
の
部
〕

　

原
町
支
部
・
飯
舘
支
部
・
大
熊
支
部

〔
大
同
生
命
・
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
部
〕

　

銅
賞　

中
原　

哲
夫

５
，
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　

高
橋　

隆
助

　

濱
田　

幸
政

６
，
福
島
県
法
人
会
連
合
会
表
彰

単
位
会
役
員
表
彰

　

原
田　

雄
一

　

福
山　

真
久

第
33
回
通
常
総
会
開
催

平成 20 年 8 月 20 日　⑵第 32 号

熊川　会長

佐々木　税務署長
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平成1９年度決算

収入合計
29,386,404

支出合計
29,386,404

会費収入会費収入
11,113,000 円11,113,000 円
会費収入
11,113,000 円

事業収入
3,311,730 円

事業費事業費
17,472,535 円17,472,535 円
事業費
17,472,535 円

補助金収入
4,146,040 円

会議費
1,552,795 円

管理費
4,892,813 円

次期繰り越し収支差額
5,468,261 円

推進費収入
4,465,332 円

前年度繰越金
5,090,730 円

特定資産取崩収
800,000 円

利子収入雑収入
459,572 円

収
入
の
部

支
出
の
部

平成20年度予算

支出合計
26,830,261

収入合計
26,830,261

会費収入会費収入
10,802,000 円10,802,000 円
会費収入
10,802,000 円

事業収入
1,762,000 円

補助金収入
3,685,000 円

事業費事業費
16,065,000 円16,065,000 円
事業費
16,065,000 円会議費

4,085,000 円

管理費
4,581,000 円

予備費
2,099,261 円 前年度繰越金

5,468,261 円

推進費収入
4,400,000 円

利子収入雑収入
713,000 円

収
入
の
部

支
出
の
部

新　規　会　員　紹　介
自平成19年８月１日　至平成20年７月 31日

支
部
名

社　
　

名

新
地

㈱
エ
フ
・
ジ
ェ
ッ
ト

㈱
フ
ァ
イ
ン
電
子
機
器

㈲
山
ロ
特
殊
工
業

相
馬

㈲
相
馬
精
型

㈲
ミ
ナ
ミ

あ
い
お
い
損
害
保
険
㈱

㈲
東
部
ダ
ン
ボ
ー
ル
エ
業

ま
る
っ
と
相
馬
㈱

㈲
八
巻
水
産

㈲
大
橋
工
業

新
沼
運
輸
㈱

㈲
木
下
タ
イ
ヤ
商
会

鹿
島

㈱
青
葉
企
画

㈱
池
田
木
材
舎

㈲
原
眞
運
輸

原
町

㈱
マ
ル
コ
総
合
防
水

㈱
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

㈱
カ
ズ
サ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈲
黒
潮
海
苔
店

福
島
ト
ン
ボ
㈱

㈱
ク
ニ
ミ

㈱
南
相
馬
会
計
セ
ン
タ
ー

㈲
ア
イ
ズ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

㈱
野
馬
追
の
里

㈱
ジ
ャ
ン
プ
ス

㈱
東
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

㈱
ラ
ウ
ド

㈱
ア
ド　

ス
タ
ッ
フ

支
部
名

社　
　

名

飯
舘

㈲
み
の
る
石
材

㈱
創
建
工
業

小
高

（
農
）浜
通
り
農
産
物
供
給
セ
ン
タ
ー

㈲
相
良
重
機

㈲
お
だ
か
食
品

㈲
ツ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

浪
江

晨
光
工
業
㈲

㈲
渡
部
造
園

㈲
サ
サ
キ
ボ
デ
ー

㈱
イ
ン
テ
リ
ア
し
ん
が
い

キ
ダ
外
柵
販
売
㈲

㈱
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

㈲
三
商

㈱
マ
ル
ニ

浪
江
ハ
ー
ネ
ス
㈱

双
葉

㈱
伊
達
重
機

大
熊

㈱
エ
イ
ブ
ル

㈱
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

エ
コ
ロ
ジ
ー
大
洋
㈱

丸
昌
商
事
㈱

富
岡

㈱
和
光
製
作
所

㈱
井
出
自
動
車
整
備
工
場
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今
年
の
「
あ
い
の
沢
公
園
清
掃
作
業
」
の
参
加
者

は
二
十
八
人
と
、
昨
年
よ
り
も
十
人
ほ
ど
多
く
の
会

員
の
参
加
が
あ
り
、広
い
範
囲
を
清
掃
で
き
ま
し
た
。

園
内
を
四
ヶ
所
に
分
け
、
班
ご
と
に
草
刈
り
や
草
む

し
り
、
そ
し
て
今
年
は
句
碑
磨
き
を
念
入
り
に
行
い

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
開
始
四
十
分
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
さ
っ

き
ま
で
の
空
が
う
そ
の
よ
う
な
本
格
的
な
雨
が
降
り

出
し
、
や
む
な
く
終
了
。
そ
の
後
の
朝
食
で
満
腹
に

な
っ
た
頃
に
は
、ま
た
青
空
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

飯
舘
支
部

支
部
長 　

高
橋
英
明

相　馬（原 尾浜海水浴場）

原町（北泉海浜総合公園浜辺）

鹿　島（烏崎浜海水浴場）

献 活 動

平成 20 年 8 月 20 日　⑷第 32 号

原　町（北泉海浜総合公園）

　

相
双
法
人
会
原
町
支
部
は
７
月
12
日
、
南
相

馬
市
原
町
区
の
北
泉
海
岸
で
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
く
も
り
空
の
絶
好
の
清
掃

日
和
と
な
り
、
開
始
に
当
た
っ
て
寺
島
支
部
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
ま
た
熊
川
会
長
が
浪
江
よ

り
わ
ざ
わ
ざ
激
励
に
お
い
で
下
さ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
と
サ
ー
フ
ァ
ー
合
わ
せ
て
約
１
５
０
人

が
参
加
し
午
前
６
時
か
ら
約
１
時
間
に
わ
た

り
、
故
郷
の
浜
辺
を
美
し
く
保
と
う
と
海
岸
を

歩
き
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。当
日
は
、

ご
み
袋
約
30
袋
分
を
回
収
し
ま
し
た
。

原
町
支
部

支
部
長 　

寺
島　

岩
男

　

去
る
７
月
12
日
㈯
午
前
６
時
、
南
相
馬
市
鹿
島
区

の
烏
崎
海
浜
公
園
に
て
本
年
度
で
３
回
目
と
な
る
社

会
貢
献
活
動
「
海
浜
清
掃
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
を
は
じ
め
商
工
会
職
員
、
鹿
島
区
役
所
職
員
、

騎
馬
会
関
係
者
等
が
参
加
し
、
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
約
１
５
０
名
で
漂
着
物
や
流
木
な
ど
の
ご
み
を
可

燃
物
・
不
燃
物
に
分
け
拾
い
集
め
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
行
政
・
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
島
支
部

支
部
長 　

佐
藤　

則
夫

　
６
時
前
、小
雨
降
る
釣
師
浜
海
水
浴
場
に
集
合
し
た
。

　

横
山
支
部
長
以
下
16
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
、
事
務
局
よ
り
ゴ
ミ
袋
と
軍
手
が
わ
た

さ
れ
、
各
人
が
浜
辺
に
散
り
、
作
業
開
始
。

ポ
ツ
ポ
ツ
降
り
出
す
中
、
竹
、
木
片
、
ポ
リ
容
器
、

空
缶
等
、
山
に
集
め
た
。

　

30
〜
40
分
位
し
て
次
第
に
雨
脚
が
速
ま
り
、
休
屋

で
雨
宿
り
。
事
務
局
が
準
備
し
た「
お
茶
と
お
に
ぎ
り
」

が
待
っ
て
い
た
。

新
地
支
部

支
部
長 　

横
山　

光
男

　

相
馬
支
部
で
は
、
去
る
７
月
12
日
、
午
前
６
時
よ

り
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
相
馬
市
原

尾
浜

海
水
浴
場
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
馬
市
「
ウ
ォ
ー
ク
&
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
大
作
戦
」
と
の
合
同
に
よ
り
、
相
馬
市
民
・
法
入

会
会
員
等
、約
千
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

霧
雨
の
中
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
・
タ
バ
コ
の

吸
殻
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
丁
寧
に
拾
い
集
め
て

い
ま
し
た
。

相
馬
支
部

支
部
長 　

荒
井　

宏
美

新　地（釣師浜海水浴場）

飯　舘（村民の森あいの沢公園）
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双　葉（双葉海水浴場）

大　熊（熊川海水浴場）

双　葉（双葉海水浴場）

社 会 貢

⑸　平成 20 年 8 月 20 日 第 32 号

小　高（村上海水浴場）
　

こ
れ
ま
で
に
な
い
好
天
？
（
曇
）
に
恵
ま

れ
た
環
境
の
も
と
で
、
多
く
の
方
が
参
集

（
27
名
）
し
て
小
高
村
上
海
水
浴
場
の
清
掃
作

業
を
行
っ
た
。

　

住
民
の
海
浜
清
掃
作
業
に
対
す
る
意
識
が

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
既
に
実
施
し
た
各
種

団
体
等
の
後
始
末
が
主
な
作
業
で
、
ゴ
ミ
焼

却
の
残
骸
、
波
打
際
の
葦
等
を
拾
い
集
め
た
。

　

約
40
分
の
作
業
後
、
支
部
長
鈴
木
喜
八
氏

が
謝
辞
を
述
べ
、
参
加
者
全
員
に
軽
食
を
配

布
し
散
会
し
た
。

小
高
支
部

支
部
長 　

鈴
木　

喜
八

　

去
る
７
月
12
日
土
早
朝
６
時
よ
り
双
葉
支
部

は
会
員
30
名
の
参
加
者
に
よ
り
約
１
時
間
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
年
は
幅
広
い
階

段
に
例
年
に
無
く
砂
が
溜
ま
り
、
取
り
除
く
の

に
一
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、砂
浜
に
は
ゴ
ミ
、

浮
遊
物
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
、
花
火
屑
等
も
あ
り
、

全
員
フ
ル
可
動
で
頑
張
り
ま
し
た
。

　

さ
て
双
葉
海
水
浴
場
は
、平
成
10
年
よ
り「
全

国
水
浴
場
55
選
」「
88
選
」
現
在
は
県
内
で
唯

一
「
快
水
浴
百
選
」
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
も
整
備
さ
れ
東
北
地
区
で
も
屈
指

の
海
水
浴
場
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
達
は

こ
の
す
ば
ら
し
い
海
水
浴
場
を
守
り
続
け
て
い

く
事
が
責
務
と
考
え
十
数
年
間
毎
年
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

双
葉
支
部

支
部
長 　

松
本　

定
雄

　

何
時
も
よ
り
早
起
き
し
、帽
子
、タ
オ
ル
、長
靴
の
格
好
で
、朝
靄
の
中
、棚
塩・中
浜
海
岸
の
浜
へ
向
か
っ
た
。

　

稲
が
青
々
と
育
ち
、
梅
雨
空
の
陽
と
空
気
が
濃
く
な
っ
て
い
る
季
節
。

　

早
い
人
達
が
数
名
、
浜
辺
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
た
。
た
ち
ま
ち
ご
み
袋
の
山
と
な
っ
た
。
今
年
は
昨
年

よ
り
も
多
く
の
会
員
さ
ん
や
応
援
の
子
供
さ
ん
達
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ア
と
し
て
御
礼
の

挨
拶
が
会
長
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
整
列
し
て
「
記
念
写
真
」
を
パ
チ
リ
、
流
れ
着
い
た
「
ご
み
」
に

は
驚
き
で
し
た
が
、
き
れ
い
に
清
掃
し
た
後
の
気
持
ち
は
、
ま
た
別
で
「
さ
わ
や
か
」
満
足
。

浪
江
支
部

支
部
長 　

松
原　
　

靖

社
会
貢
献
活
動
事
業
と
し
て
、
海
浜
清
掃
も

３
回
目
を
数
え
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
回
は
、
支
部
か
ら
も
会
員
に

対
し
参
加
要
請
を
行
い
、
い
ま
ま
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
会
員
か
ら
も
参
加
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
社
会
貢
献
活
動
事
業
趣
旨
の
周
知

と
、
事
業
取
組
に
対
す
る
理
解
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
の
で
、各
支
部
の
意
思
・
個
性
・
独
自
性

を
尊
重
し
た
事
業
展
開
を
中
心
に
実
施
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

大
熊
支
部

支
部
長 　

太
田　

宏
明

浪　江（棚塩・中浜海岸）
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こ
の
度
、
相
馬
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま

し
た
笹
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
団
法
人
相
双
法
人
会
の
皆
様
方
に

は
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
島
県
内
の
勤
務
は
、
こ
の
相
馬
税
務

署
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
が
、
着
任
早
々

に
管
内
を
回
り
、
そ
の
広
さ
と
自
然
の
豊

か
さ
に
感
嘆
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
相
双
地
区
は
、
三
カ
所

の
火
力
発
電
所
、
二
カ
所
の
原
子
力
発
電

所
を
有
し
て
お
り
、
日
本
有
数
の
電
力
供

給
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
常
磐
自
動
車

道
が
富
岡
町
か
ら
更
に
北
に
向
け
延
伸
工

事
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
産
業
基
盤
が

大
き
く
、
今
後
の
経
済
発
展
を
秘
め
た
地

域
で
あ
り
、
任
務
の
重
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
る
こ

と
で
有
名
な
「
相
馬
野
馬
追
祭
」
に
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
勇
壮
で
格
式
の

高
さ
に
大
い
に
感
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
相
双
地
方
の
海
岸
線
の
海
水
浴
場
等

の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
そ
の
模
様
が
新

聞
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

相
双
法
人
会
は
「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ

す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
社
会
貢
献
事

業
を
積
極
的
に
企
画
さ
れ
、
会
員
の
皆
様

と
も
ど
も
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
見
聞
し
、
誠
に
心
強
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
貴
会
の
総
会
に
お
い
て
、
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ
）
の
利
用
促
進
の
決
議
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
同
様
引
き

続
き
積
極
的
な
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
呼
び
か
け
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
会
員
の
企
業
は
も
と
よ
り
、
役
員
と

そ
の
家
族
の
方
々
、
従
業
員
及
び
取
引
先

の
方
々
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

の
利
用
も
お
声
が
け
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
ご
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。

　

署
と
い
た
し
ま
し
て
も
更
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
て
着
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ　

相
馬
税
務
署
長　

笹
田　

武
憲

相馬税務署幹部職員異動のお知らせ

平成 20 年 8 月 20 日　⑹第 32 号

平成20年７月10日発令

部　門
お世話になります お世話になりました

官　職 氏　名 前任署 氏　名 発令事項

署　長 笹田　武憲
仙台国税局
課税第 1部
審理官

佐々木正良 退　官

個人 1 統括官 小山　高平
水沢税務署
個人課税第 1部門
統括国税調査官

三浦　賢治
石巻税務署
個人課税第 1部門
統括国税調査官

法人 2 統括官 菊地　幸男
福島税務署
法人課税第 5部門
統括国税調査官

加藤　功一
山形税務署
法人課税第 2部門
統括国税調査官
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研　

修　

会　

報　

告

◆
対
象
事
業
所
は
パ
ー
ト
雇
用
の

全
事
業
所
で
あ
り
、
法
律
は
平
成

20
年
４
月
以
降
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

法
人
会
主
催
に
よ
り
、
さ
る
７

月
15
日
原
ノ
町
駅
前
の
ラ
フ
ィ
ー

ヌ
に
於
い
て
午
後
３
時
か
ら
２
時

間
、
表
題
の
実
務
対
応
研
修
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
社
会
保

険
労
務
士
の
舟
木
洋
先
生
で
し
た
。

　

会
場
に
は
社
長
及
び
労
務
担
当

者
の
方
々
35
名
が
受
講
さ
れ
、
熱

心
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

改
正
点
の
ポ
イ
ン
ト

１　

 

雇
用
の
際
、
労
働
条
件
を
文

書
で
明
示
す
る
事
の
義
務
化

２　

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待

遇
は
そ
の
働
き
や
貢
献
に
応

じ
て
決
定

３　

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら

正
規
の
労
働
者
へ
転
換
推
進

の
義
務
化

改
正
パ
ー
ト
労
働
法

実
務
の
ポ
イ
ン
ト

青
年
部
会

部
会
長

遠
藤　

充
洋

部
会
だ
よ
り

　

社
団
法
人
相
双
法
人
会
青
年
部

会
部
会
長
の
遠
藤
充
洋
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
初
に
佐
々
木
税
務
署
長
様
、

伊
藤
統
括
官
様
、
熊
川
会
長
様
を

御
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、
青
年

部
会
の
総
会
を
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
改
め
ま

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
総

会
終
了
後
の
講
演
会
で
は
、
佐
々

木
署
長
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
講

師
と
し
て
御
講
演
賜
り
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
き
ま
し
て
御
承
認
頂

き
ま
し
た
本
年
度
の
活
動
は
、
奉

仕
作
業
で
あ
る
海
岸
清
掃
の
参
加
、

会
津
で
行
わ
れ
る
、
会
員
研
修
大

会
及
び
「
全
国
青
年
の
集
い
長
崎
」

へ
の
参
加
、
小
学
校
を
対
象
に
し

た
租
税
教
室
講
習
会
へ
の
参
加
及

び
講
師
派
遣
、
各
種
研
修
会
、
会

員
交
流
会
な
ど
を
行
う
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
良
き
経
営

者
の
団
体
と
し
て
、
活
動
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

女
性
部
会

部
会
長

椎
谷　

節
子

事
務
局
紹
介

今
回
飯
舘
支
部
事
務
局
の

　

松
田　

若
菜
さ
ん

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

飯
舘
村
商
工
会　

役
職
（
主
事
）

質
問
事
項

Ｑ 

事
務
局
を
担
当
し
て
何
年
に
な

り
ま
す
か
？

　

２
年
目
で
す
。

Ｑ 

今
担
当
し
て
思
う
こ
と
は
？

　

会
員
の
み
な
さ
ん
の
事
業
に
対

す
る
積
極
的
な
姿
勢
は
大
変
勉
強

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
趣
味
は
？

　

社
交
ダ
ン
ス
。
最
近
は
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
御
家
族
は
？

　

夫
が
お
り
ま
す
。

Ｑ
支
部
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
!!

　

あ
い
の
沢
。
気
軽
に
散
歩
で
き
、

「
き
こ
り
」
で
は
お
風
呂
に
も
入
れ

ま
す
避
暑
に
ど
う
ぞ
！

究
極
の
ガ
ン
診
断
と
治
療
―

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
、
陽
子
線
治
療

◆
経
営
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
。

　

定
期
健
康
診
断
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
。

　

法
人
会
と
契
約
し
た
㈶
脳
神
経

疾
患
研
究
所
附
属
総
合
南
東
北
病

院
の
渡
邉
理
事
長
が
、
最
新
の
「
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ガ
ン
検
診
と
陽
子
線
治
療
」

を
説
明
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

が
ら
解
り
易
く
解
説
さ
れ
た
。
会

場
は
ガ
ン
の
恐
ろ
し
さ
と
ガ
ン
撲

滅
治
療
の
偉
大
に
感
銘
し
た
様
子
。

◆
講
演
の
結
論
は
年
１
回
、
定
期

的
に
検
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
と
最
先
端
の

医
療
機
器
、
医
療
施
設
が
完
備
さ

れ
て
い
る
と
の
事
。

　

当
相
双
地
域
の
会
員
さ
ん
も
最

近
受
診
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
二
日
、
無
事
総
会
を
終

え
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
、
県
女
連
研
修
事
業
・

相
双
大
会
一
色
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
県
内
多
数
の
会
員
と
、
地
元

一
般
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
高
評

価
を
受
け
成
し
遂
げ
る
事
が
で
き
、

相
双
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
大
変

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
自
身
の
足
下
を
固

め
る
事
業
に
、
力
を
入
れ
て
ゆ
き

ま
す
。
そ
こ
で

① 

法
人
会
活
動
の
参
画
―
社
会
貢

献
活
動
を
重
視
す
る
親
会
と
共

催
し
参
加
す
る
。

② 

自
主
申
告
納
税
制
度
の
理
解
と

発
展
に
寄
与
す
る
―
租
税
教
室

の
講
師
に
な
る
。

③ 

会
員
の
親
睦
と
協
力
を
強
化
す

る
―
県
女
連
研
修
会
・
会
津
大

会
へ
の
参
加
と
、
視
察
研
修
事

業
の
実
施
。
④
会
員
数
の
増
加

―
未
加
入
事
業
所
へ
声
掛
け
す

る
。

　

女
性
部
会
の
集
ま
り
は
、
広
範

囲
の
方
々
が
公
平
に
参
加
で
き
る

様
に
と
、
開
催
場
所
と
、
南
・
中
央
・

北
と
移
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
が
厚
く
、
参
加
率
が
高
い
方

だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
女
性
部

会
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
に
は
、
ま
づ
、
参
加
し
て
も
ら

う
事
で
す
。
役
目
だ
け
の
会
か
ら

の
脱
却
こ
そ
、
会
の
活
性
化
と
考

え
、
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
、
米
国

の
住
宅
ロ
ー
ン
、
年
金
問
題

等
々
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が

「
私
の
先
生
曰
く
」
経
営
者

は
、
社
員
さ
ん
の
３
倍
働
く

の
が
当
た
り
前
。
戦
争
で
天

国
に
行
っ
た
人
か
ら
見
た
ら

〈
白
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

だ
け
〉、〈
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
み
ら
れ
る
〉

の
も
み
ん
な
先
輩
の
お
か
げ

先
輩
に
感
謝
の
気
持
ち
を
な

く
し
た
ら
…

先
輩
に
不
足
ば
か
り
言
っ
て

い
た
ら
…

先
輩
に
碌
な
挨
拶
し
か
で
き

な
か
っ
た
ら
…

な
ど
な
ど
…

合
掌 

平
成
20
年
８
月 

吉
日

坂
本　

行
生
郎

編

集

後

記

編

集

後

記

会員事業所紹介
㈲協栄精機　　代表取締役　佐 藤 則 夫

南相馬市鹿島区永渡字東永渡169　TEL 0244－ 46－ 5494

　私共有限会社協栄精機は 1976 年
（昭和 51 年）３月に設立以来、南
相馬市鹿島区にて技術者集団の城
を自称し三十数年間多くの仲間（外
注先）の協力を得ながら、先陣を
駆けるを合言葉にスタッフ 25 名の
こじんまりした中で省力化機器の
設計製作に日々力を注いで居ります。
　一概に省力化機器と言ってもピンとこないかと思いますが、つまり人
力を減らし短時間化、しかも製品の安定化をはかることを目的とした設
備とでも言った方が良いのではないでしょうか、・・自動車関連、弱電関連、一般産業機械、その他
多業種の加工設備、組み立て設備、検査設備、等々多様な設備を相手先の仕様にて発注されたものを
検討設計、作図、部品加工、表面処理、組み立て調整、電気制御等、相手先の手元にとどけば即使用
出来る状態まで仕上げるのが我々の仕事であります。
　このところ国内設備よりもまだまだ海外向け設備が圧倒的に多く、八割以上が海外向け設備かと思
われます。

１
問

　

Ｂ
君
は
、
初
め
て
買
っ
た
馬
券
が
６
０
０
、０
０
０
円
の
大

当
た
り
万
馬
券
と
な
り
ま
し
た
。

特
券
１
枚
と
ば
ら
券
５
枚
を
買
っ
て
２
、０
０
０
円
で
し
た
。

答　
Ｂ
君
は
差
額
の
収
入
５
９
８
、０
０
０
に
対
し
て
税
金
を

　
　
（
１
．
対
象
と
な
る　

２
．
対
象
と
な
ら
な
い
）

２
問

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
Ｓ
さ
ん
は
買
物
の
帰
り
道
、
信
号
で
停

ま
っ
て
い
た
ら
、
後
ろ
か
ら
追
突
さ
れ
た
。
原
因
は
脇
見
運

転
で
全
治
２
か
月
の
治
療
と
診
断
。
後
日
慰
謝
料
と
し
て

１
０
０
、０
０
０
円
で
示
談
が
成
立
し
た
。

答　

Ｓ
さ
ん
は
受
け
取
っ
た
示
談
金
に
一
時
所
得
が
か
か
る

と
思
っ
た
（
１
．
か
か
る　

２
．
か
か
ら
な
い
）

３
問

　

M
君
は
自
冶
宝
く
じ
を
３
、０
０
０
円
１
カ
月
前
に
購
入
し

た
。
全
く
思
い
が
け
な
く
幸
運
の
矢
が
当
た
っ
た
。

何
と
１
、０
０
０
、０
０
０
円
だ
っ
た
。
今
ま
で
に
な
い
幸
運

を
呼
び
込
ん
だ
大
金
星

答　
M
君
は
迷
っ
た
が

　
　
（
１
無
税　

２
．
５
％
納
税　

３
．
10
％
納
税
）

※ 
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

㈳
相
双
法
人
会
、
税
金
ク
イ
ズ
係
宛
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

〒
九
七
六
―
〇
〇
四
二　

相
馬
市
中
村
１
―
２
―
３

　

㈳
相
双
法
人
会　

税
金
ク
イ
ズ
係

　

税
理
士
先
生
等
の
立
ち
会
い
の
下
、
正
解
者
の
中
か
ら
厳

正
な
抽
選
に
よ
り
当
選
者
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

＊
10
名
様
＊
抽
選
で
当
選
者
に

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ（
５
枚
）
進
呈
！

☆
税
金
ク
イ
ズ
☆


